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＜病棟連絡事項＞
・本日６５歳以上の患者様、２回目のコロナウイルスワクチン接種を行っています。発熱など副反応の有無を観察していきましょう。

＜移動＞
【ユニット移動】
・丸屋　良子様～東Ｃ６号室　→　東Ｂ１号室
【転入】
・飯田　修子様～東Ａ９号室
【入院】
・市澤　ミツヱ様～東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　章洋様～家族面談を7/5（月）15：30にて主治医確認行う。

・和田　昌様～躁状態を脱し沈静強く臥床傾向であるため、本日9：00にて終日隔離解除となる。安ヶ平Dr.診察にて、３日ほど食べられるようになるまで服薬全て除剤の指示あり。6/25就床前薬まで除剤し、主治医診察にて週末からの服薬を指示いただく事とする。

・岡山　貴文様～外泊から戻られ、本人・家族から今週中の退院希望あり。退院は6/25（金）10：00にお迎えとなり、通院はあおぞらクリニックにて田名部Dr.にお願いしたいとのこと。7/8（木）16：00にてあおぞらクリニックへ受診予約を入れている。訪問看護についてもあおぞらクリニック外来訪問看護へ依頼している。

＜隔離患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入、他者の私物弄り等迷惑行為自制出来ずスタッフ介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]・米田　敬子様～妄想に左右された言動が著明にて、食事・服薬の拒否が続いている。
昨日より診察にて点滴処方となる。今朝、食事服薬の拒否にて口腔奥まで指を入れる自傷行動あり。疎通不良で介入にも止める事出来ず、田名部Dr.診察にて9：00終日隔離解除し身体拘束開始となる。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・相内　キヨ様～田中Dr.診察。聴診にて肺雑音は聞かれず。年齢的にも酸素飽和度は88～93％ほどで変動するとの事。横になって肺が押されるような形になっていれば酸素飽和度が下がる可能性はあるので、吸引を行う体位を変えて換気を促すなどの援助の指示あり。点滴は終了となり、吸引の指示を頂いている。

＜深澤Dr診察情報＞
・澤口　利香様～臨時薬リボトリール錠１ｍｇ 3 錠→リボトリール錠１ｍｇ　2錠、頓服薬リボトリール錠１ｍｇ一日1回→2回へ変更。他同内容で処方となる。主治医より点眼薬の自己管理について許可あり。

・飯田　修子様～薬の処方変更なし。来週よりBユニットでの開放観察許可あり。

・北向　勇治様～臨時薬オランザピンOD錠２．５ｍｇ「アメル」 2 錠 1日2回　朝夕食後 が追加。その他変更なく処方となる。点滴継続指示あり。

・風穴　義信様～臨時薬エンシュアが2缶から1缶へ変更。その他処方変更無し。

・村田　邦恵様～臨時薬処方変更なし。

・竹洞　総子様～臨時薬ハルシオン0.25→0.5へ変更。シクレスト錠中止、ラツーダ20ｍｇ2錠追加となる。その他変更なく処方となる。青山荘かグループホームへの入所検討となる





＜新入院患者様情報＞
日　　時：6月23日　10:40
  氏　　名：市澤　ミツヱ様（いちざわ　みつえ）様
　生年月日：昭和11年11月10日　84歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主治医　：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　平成30年9月4日に同様に診断書作成目的で当院2回目の受診し、精査の結果軽度認知障害と診断された。さらに免許の更新の為に診断書目的で平成31年4月2日当院3回目の受診となったが、見当識障害、記銘力障害、注意力や集中力の低下などが前回と比較すると進行していた。そのため八戸赤十字病院にてMRIやVSRAD等の検査を行いアルツハイマー型認知症と診断された。その結果を受け、包括支援センター職員と家族が相談し、介護保険を申請し、ヘルパー等の介護福祉サービスを導入した。その後も当院への外来通院、薬物療法を継続していたが、令和2年10月3日、階段から落ち第2腰椎圧迫骨折を受傷。同月9日には南部町医療センターにて入院加療開始するが帰宅要求、不穏、興奮が強く1泊で退院となった。同月20日の整形外科受診時にはレントゲン検査所見で圧潰進行を認め、安静加療を要する状態であったが、疼痛があるにも関わらず昼夜問わずベットからの昇降を繰り返し、体動も活発であり安静が全く保てない状態であった。令和2年10月29日当院受診し、徘徊や落ち着かない行動などの行動心理症状及び腰椎圧迫骨折に伴う疼痛などの治療のため同日当院一回目の医療保護入院となり令和2年12月24日長女様宅へ退院。再度転倒し腰椎圧迫骨折、歩行が不安定で腰痛も顕著である。身体症状の治療と精神症状の軽減のためにR3.6.23　10：40当院2回目の医療保護入院となる。

・CS-B　①
・買い物不可
・他科受診無し
・新型コロナウイルスワクチン未接種（接種券持参依頼済）
・義歯：上下総義歯
